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I 緒 言

口腔 領域 におけ る脂質 の生化学 的研究 は,他 領域

の臓 器 と対比 す ると比較 的進んでいないのが現状 と

考 える,そ の原因 としては対象 となる臓器 がいずれ

も小臓器で あ り,得 られ る試料が ごくわずか である

ことが一因 と考 える.歯 髄は歯 の代謝 に重要 な組織

で あ り,象 牙質が歯髄 によって形 成 されるこ と,ま

た歯 科の診療で大 きな比 重 を占め るウ蝕 およびそれ

か ら続発す る歯髄疾患の処置な どを考 えると,歯 髄

を生化学的 に研究す るこ とは極 めて重要な事項 と考

える.

歯 の組織学的研究か ら,ラ ットの歯 のエナメル芽

細胞 に脂 肪酸 が存在 す るこ とリヒトの象牙芽細胞 に

脂質 が多 くみ られ るこ2),ま たその脂質 は脂質 一蛋

白複 合 体を形 成 してい ること3文等が明 らかに されて

い る.さ らに歯牙形成 の際 の石 灰化 過程43にあ る種

の脂質 が関係 してい る こ とが示 唆 され て い る5, 6.

ことは興 味あ ることであ る.一 方 ウ蝕発生 に も脂肪

酸 の関与 が報告 されている7, 8B)このよ うな報告か ら も

脂質,脂 肪酸 が歯 の発生,成 長,維 持 に関係 してい

ることは明 らかであ り,硬 組織 とともに歯髄脂質 の

生化学的役割 を究 明す ることは重要で ある.

歯 の脂質 に関す る生化学的研究 は1927年 にEuler

 and Meyer9)に よ り歯 の成分 として脂質 が含 まれて

い ることが初 めて報告 されてい る.し か し以後歯 に

お ける脂質 の分布,機 能,化 学 的組成 の定性的定量

的研究 は比 較的少い.歯 の硬組織 の脂質 につ いて は

その組成や脂肪酸 分析 について最近報告が重ね られ

てい る10-14しかし歯の軟組織 としての歯髄 の脂質 に

関 しては極めて少な く, Hodge15)に よ るヒ トの歯 髄

における組成の研究, Shapiro and Wuthier16), Ma

nzoli and Gelli17)による牛 胎児 歯 髄の リン脂質組

成 の研究,谷 本18)のカイウサギ歯髄 の脂質組成 の分

析,そ の他若干 の報告 をみ る19,20)にす ぎない.

一方,歯 髄 に影響 をおよぼす 全身 的な因子 として,

ビタ ミンの欠乏,ホ ルモン との関係,糖 尿病 な どか

ら究 明がな され ている20)エックス線 の刺激 によって

も歯髄の変化が認め られてお り21-23)口腔領域で の悪

性腫瘍の放射 線治療 を受 けた人の歯髄 に も変化 が認

め るれ る24)

以上 のよ うな観点 よ り歯髄 にお ける脂質の生化学

的役割 を明 らか にす る目的 の一環 として,ま ず ラッ

ト切歯歯髄 の脂質組成 な らびに脂肪酸組成 を解析 す

るとともに,エ ックス線の全身照射 に ともな う歯髄

脂質 の変動 を究明 した.

II　実験材料 および実験方法

実験動物:動 物 に は呑 竜系 ラッ ト200g～300gの

ものを用い,市 販 の固型飼 料(オ リエンタル, MF)

な らびに水道水 を自由に摂 取せ しめた.

上下顎切歯歯髄 の採取:ラ ッ トをギ ロチ ンにて断

頭,放 血 後,頭 部 を氷中にて冷却,上 下顎 よ り切歯

を抜去,そ の切歯 を破砕 し歯髄 を歯髄腔 よ り抜 き出

すかた ちで採 取 した.採 取 後 直 ちに0.9%冷 却 生理

食塩 液(以 下生食 と略す)中 にて ピンセ ッ トで引裂

き,肉 眼的 に赤血球 の血色 がほ とん ど見 えな くなる

まで洗い出 した.齧 歯類 の切歯 は無根歯 と呼ばれ る

もの に属す るか ら歯 根 はな く,押 鐘 は歯槽内 に埋 ま

って いる部分 を歯槽内植立部 と呼 び,露 出 して いる

部分 を露出部 と呼んで いる25)歯槽 内植立部の端 は常

に未完成で歯髄 は常 に歯乳頭の状態 にあ り,歯 髄 は

硬組織外 にはみ出 している.こ の部分 は球状 の軟組

織で ヒトの歯髄歯 根膜球 状体の区域 に相 当す る.こ
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れ に従 え ば 用 い た歯 髄 は歯 槽 内植 立部 の歯 髄 歯 根膜

球 状 体 の 区域 の歯 髄 が大 部 分 を しめ る.し か し本 実

験 に用 い た歯 髄 は,本 来 の歯 髄 に 対 して象 牙 芽 細 胞

層 が どの程 度 に付 着 して い るか,そ の 分離 が 困 難 な

た め に 不 明 で あ る.し た が って,歯 髄 歯 胚 様 組 織 を

以 後歯 髄 と略 称 す る.

歯 髄 よ り脂 質 の 抽 出: Folch26)ら の方 法 に準 じた.

採 取 し た 歯 髄 を5～10mlの ク ロ ロホ ル ム:メ タ ノ

ー ル(容 積 比2:1)中 にて ガ ラス ホ モ ゲ ナ イ ザ ー

を用 いて ホ モ ゲ ナ イズ,一 日以 上 放 置 して脂 質 を溶

出 させ た.濾 紙 に て 濾 過,濾 過 液 の0.2倍 量 の0論73

%食 塩 水 を静 か に 混 じ,放 置,水 層 を 除去 し無 水 硫

酸 ソ ー ダ を加 え脱 水,濾 紙 に て 濾 過,濾 液 をN2ガ

ス下 にて 蒸 発 せ し めて 総 脂質 分 画 と して 使 用 した.

薄 層 ク ロ マ トグ ラ フ ィー に よ る脂質 の 分離27):薄

層 は シ リカゲ ルG(Merk,　 No.　7731)を20×20cm,　 0.5

mmの 厚 さに調 製 した もの を用 いた.ま た定 性 定 量 用

と して は 市 販 の シ リカゲ ルGプ レ ー ト(Merk,　 No.

　5721)を 用 い た.単 純 脂 質 の分 画 展 開 液 と して はn

ーヘ キ サ ン:エ チ ル エ ー テ ル:酢 酸(容 積 比53:

 7: 0.66)28)を 用 い た.リ ン脂 質 の 分 画 展 開 液 と し

て は ク ロ ロホ ル ム:メ タ ノー ル:水(容 積 比65: 25

: 4)391を 用 い た.脂 質 の 薄 層 ク ロマ トグ ラフ上 で

の 検 出 と同 定 に は総 脂質 用 と して ヨ ウ素蒸 気30)リ ン

モ リブデ ン酸31)ロ ー ダ ミン6G32)を 用 い た.ア ミノ

基 呈 色 に は ニ ン ヒ ド リン試 薬13)コ リン呈色 に は ドラ

ゲ ン ドル フ試 薬34),糖脂 質 の呈 色 に は ア ン ス ロン ー硫

酸 試 薬35)を 用 い た.呈 色 後,ア タ ゴ製 デ ン シ トマス

タ ー(オ ズ モ ル8型)で 計 量 し,含 有 組 成比 を算 出

した,

ガ ス ク ロマ トグ ラ フ イー に よ る脂 肪 酸 の 分 析:脂

肪 酸 の メチ ル エ ステ ル 化 は5%塩 酸 メ タ ノ ー ル を用

い, Stoffelの 方 法36)に 準 じ て お こな った.エ ス テ

ル の抽 出 分離 はnー ヘ キ サ ン を用 い た.装 置 は 島津

ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ(GC-4B)に 積 分 計(ITG-

2A)を 接 続 した もの を用 い た.カ ラム充 填 剤 お よ

び液相 と してDEGS-H3PO4(20%, Mesh 60～80)

を用 い, 200℃ 設 定 で測 定 した.同 定 には市 販 の標 準

試 料(ガ ス ク ロ工 業KK)を 用 い た.

蛋 白量 な らび に脂 質 量 の 測 定:採 取 した歯 髄 を生

食 中 で ホ モ ゲ ナ イ ズ後,一 部 を と りビ ュ ー レ ッ ト法

37)にて 蛋 白量 を測 定 した.検 量 に は牛血 清 アル ブ ミ

ン(BSA)を 対照 と して 用 い た.一 定 量 の ホモ ゲ ナ

イ ズ液 を 目盛 付 共 栓 試 験 管 に と り,ク ロ ロ ホル ム:

メ タ ノ ー ル(容 積 比2:1)を 加 え激 し く振 盈,脂

質 を溶 出 させ た後, 0.73%生 食を0.2倍 量加 え,ゆ

るやか に混和放置後,ク ロロホル ム層 を検量 した.

水層 を除去後,一 定量の無水硫 酸 ソーダを加 え脱 水,

検量,そ の クロロホル ム層 の一定量 をN2ガ ス下 で蒸

発,乾 固,重 クロム酸 法38)にて脂質 を検量,量 的補

正 して蛋 白量 当 りの脂質 量 を算出 した.即 ち重 クロ

ム酸液(2,5g重 ク ロ ム酸 カ リウム/11濃 硫酸)2

mlで 蒸 発乾 固 した脂質 を溶解 した後, 45分 間沸盟水

中で加熱,冷 却後,そ の10倍 量の水 を加 え希釈,島

津分光光 度計(UV-200)を 用 いて350mμ の吸光度

を測 定,反 応 シス テム当 りのパ ルチ ミン酸量 よ り求

めた検量線 よ り脂質 量 を求 めた.

エ ックス線照射:東 芝製KXO 19型 深 部エ ックス

線治療装置 を使用 した.照 射 条 件 は管電圧200KV,

管 電 流25mA,フ ィル タ ー0.5mmCu十0.5mmAlで

FSD 50cm,線 量率76R/minで 一 時一座 全量1000R

照射 した.照 射群 としては照射律3日 目の歯 髄につ

いて検討 した.頭 部局所照射 は ネンブタール麻 酔 し

たラ ッ トを上 向 け に固定 し,歯 部 を直径1.5cmの 円

形 の穴 よ り露 出 させ た状態 で,そ の他の部分 を鉛板

で遮蔽 し,一 時一座 全量1000R照 射 した.全 身照射

同様,照 射後3日 目の ものにつ いて検討 した.

Ⅲ　結 果

ラ ット切歯歯髄 の蛋白質量当 りの総脂質量 の比 を

対照,全 身 照射両群(各4匹)に つ いて平均値 を求

めた(表1).そ の比 は両 群 とも0.26を 示 し,両 者

間 に変動 はみ られ なか った.

Table 1. Rate of lipid-to-protein in the 

incisor pulps of rat. Lipid weight and 

protein weight were determined by the 

dichromate oxidizing method and the Biu

ret method, respectively. Mean•}S. D. 

was calculated in 4 rats.

ラ ット切歯歯髄 よ り抽出せ る総脂質 の脂肪酸組成

の分析結果 を表2に 示す.対 照,照 射両群 ともラ ッ

ト1匹 の切歯歯髄(上 下4本)を 集 め分析 し,ラ ッ

ト5匹 につ いて平均値 を求 めた.ガ ス クロマ トグ ラ

フ イーにおいて得 られ た主 ピー クについて検討 した

結果,脂 肪酸含量 として多い ものは,パ ル ミチ ン酸

(C16:0),オ レイン酸(C18:1),ス テ ア リン酸
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(C18:0),ア ラギ ドン酸(C20:4)の 順 で,リ

ノ ー ル酸(C18:2)は 少 なか った.

Table 2. Effect of whole-body irradiation 

(1000R) on the fatty acid composition of 

the incisor pulps of rats. The values are 

mean•}S. D. of five rats.

Table 3. Effect of local irradiation to 

the oral region on the fatty acid com

position of rat dental pulps. The values 

are mean•}S. D. of five rats.

Table 4. Change of the single lipid composition of rat incisor 
pulps after whole-body irradiation. Fractions were separated by 
a thin-layer chromatography developed with the solvent composed 
of n-hexane/ethylether/acetic acid (53/7/0.66, V/V/V), and 
composition is expressed as percentages of the total lipids.

エ ックス線全身照射後3日 目のラ ット切歯歯髄 の

総脂質 の脂肪酸組成比 は対照 に比 して,パ ル ミチ ン

酸,ス テア リン酸 な ど飽和脂肪酸の変動はみ られな

か ったが,オ レイン酸 が明 らか に減少 し,ス テ ァ リ

ン酸 の含量比 よ り少 な く,ま たアラキ ドン酸 の含量

比 の増加がみ られ不飽和脂肪酸の変 動が認 め られた.

エ ックス線 全身照射 によ る切歯 歯髄の脂肪酸 の変

動が直接 切歯歯髄 にお よぼす エックス線の効果か ど

うかをみ るために,口 腔 部局所照射 を試み た.そ の

結果得 られた歯髄 の総脂質 の脂肪酸 組成比 を表3に

示 す.対 照群 において表2の 数値 と若干 異 なる結果

が得 られてい るが,そ の組 成比の傾向は変 って いな

い.い ずれにせ よ対 照群 と照射群 を比較 した場合,

全身照射 と同様 にオレイン酸 の減少,ア ラキ ドン酸

の増加 と不飽 和脂肪酸 の変 動 が明 らか に うかが われ

る.

10匹の ラ ッ ト切歯歯髄 を集 め,そ れよ り抽出 した

総脂質 につ いて単純 脂質分画 をおこなった.薄 層 ク

ロマ トグラフ ィー展開分画後 の リンモ リブデン呈色

によ り定量 の結果,得 るれた各単純脂質 の組成比 を

表4に 示 す.対 照群 において リン脂質 は約45%を し

める.単 純脂質 の中では コレステ ロールが大部分を

しめ(全 脂質の30%),つ いで トリグ リセ リド,コ レ

ステ ロールエステルが多 く,い ずれ も全脂質 の10%

弱 で,遊 離脂肪酸 は極 く僅 かであ った.こ れに対 し

全身照射群 では リン脂質 の含 有比 は対照群 に比 して

変 化はみ られなか ったが,明 らか にコレステ ロール

の著 しい減少 とコレステ ロールエ ステルの増加 がみ

とめ られ,ト リグ リセ リドの変 化は著明ではなか っ

た.

ラ ッ ト切歯歯髄(10匹 分)の リン脂質組成 につ い

ての検討結果 を表5に 示す.表5の 展開図 にみ られ

る主画分 について各呈色反応 をお こない,表 に示す

如 く仮 同定 した.

これ らの リン脂質組成比 を リンモ リブデ ン酸呈色

後の画 分 に つ いて求 めた(図6).ラ ッ ト切歯歯髄

の リン脂質 の多 くは,レ シチ ン(PC),セ フ ァリン

(ホス ファチ ジルエ タノ ール ア ミン(PE),ホ スフ
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アチ ジルセ リン(PS))が しめ,そ の両者 はほ とん

ど同比 を示 した.

全身照射 後の リン脂質画分の組成変 動は レシチ ン

(PC)の 若干 の増加,ホ スファチジルセ リン(PS)

の若干 の減少が うかが われ る.

Table 5. Characteristics and identification of the major lipid 
components of rat incisor pulps. Fractionation was carried out 
by a thin-layer chromatography developed with the solvent compo
sed of chloroform/methanol/water (65/25/4, V/V/V).

Table 6. The phospholipid compositions of the incisor pulps of 

normal and whole-body irradiated rats. Composition is expressed 

as percentages of the total phospholipids.

Ⅳ　考 察

ラッ ト切歯歯髄 の総脂肪質 の構成脂肪酸 をガス ク

ロマ トグラフ ィーで分析 した結果得 るれ る主 ピー ク

について その組成比 をみると,正 常 ラッ トでパル ミ

チ ン酸 が一番 多 く,つ いでオレイン酸,ス テ ア リン

酸 が多 く,こ の三者で約78%を しめた.つ いで アラ

キ ドン酸,リ ノール酸の順で あ り,リ ノール酸 は ラ

ッ ト肝な どと比 較す る と少な いと言 える.歯 髄 の脂

肪酸 組成 につ いて,谷 本18)はカイウサギにおいてパ

ル ミチ ン酸,ス テア リン酸,オ レイン酸,ア ラキ ド

ン酸 が多 いことを報告 しているが,そ の構成比 は明

らか にして いな い.ま た, Graziano19)は 牛歯髄 の脂

肪酸組 成でパル ミチ ン酸,オ レイン酸,ス テ ア リン

酸 の順 に多いこ と,こ の三者 で約63%の 数値 を しめ

ると報告 し,リ ノール酸 は少 ないこ とを認 めている,

これ らの ことか ら歯髄 においてはパルチ ミン酸,ス

テア リン酸,オ レイン酸 の三者が主要脂肪酸 を形 成

す ることが明 らかであ る.一 方Das and Harris10)

が報告 してい る動物16種 の歯の硬 組織 の脂質 脂肪酸

組成で はパル ミチ ン酸,ス テア リン酸,オ レイン酸

の三者内に動物種 によって相対量的変 動 はみ られ る

ものの,こ の三脂肪酸 が70～96%し め ることが明 ら

か に され,ま たProut and  Shutt12)の ラッ トのエ

ナメル質 と象 牙質 にお ける脂肪酸組成で同様の報告

がみ られ るの と比 較 して,歯 髄の脂肪酸構成 が歯の

硬 組織のそれ と類似 してい ることは興味 あるこ とで

あ り,歯 髄 と硬組織 部の脂質 の密接 な関係 が示唆 さ

れ る.

ラットの健康状態は肉眼的に見てエックス線(亜 致死

線量)全 身照射後3日 目が最悪 を予想 される時期 で,
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その後一過 性に回復が観察 され る39)40). 1000R全 身

照射 後3日 目のラット切歯歯髄よ り抽 出された脂肪酸

組成比 はオレイン酸含有比 の減少 とアラキ ドン酸含有

比の増加を示 し,高級不飽和脂肪酸 に照射の影響が認

め られた.他 の臓 器の脂肪酸 構成におよぼすエ ック

ス線全身照射 の影 響は測定条件の差のためか,報 告

によっては臓器の脂肪酸の組成比において 不飽 和脂肪

酸 の増加,逆 にその減少 と相反する報告がな されてい

るが,い ずれの場合 も不飽和脂肪酸の変動がみられて

いる39, 40)エックス線全身照射 におけ る歯髄脂肪 酸組

成比 の変化 は,口 腔領域への部分照射 によって もそ

の差 こそあれ同 じ不飽和脂肪酸 の変動がみ られ るこ

とか ら,歯 髄へ の直接 的なエ ックス線の影響が他の

臓器 の変動 によ る全身 的影響 とともに考 え られ る.

ラッ ト切歯歯髄 の薄層 クロマ トグラフ ィーによる

分析 の結果,正 常 ラットにおいてリン脂質が総脂質の

45%を しめ ることが示 された.単 純脂質の中では コ

レステ ロール(C)30%,ト リグ リセ リド(TG)9

%,コ レステ ロー ルエステル(CE)8%が 示 され

た. Hodge15)は ヒト歯髄の脂質 において リン脂 質 は

78%を しめ,コ レス テロールが12%を しめ ることを

報告 し,ま たManzoli and Gell17)は 牛 胎 児歯 髄

脂質 にお ける リン脂質 は55%,コ レステ ロールは27

%の 報告 をしてい るが,そ れ らの傾 向 とラ ッ ト歯髄

で得 られた結果は類似 してい る.谷 本18)もカイウサ

ギ歯 髄の脂質分析でその脂質 は リン脂質,コ レステ

ロールエ ステル,コ レステロール,ト リグ リセ リ ド

か らなることを認 めて いる.こ れ らの報告 を合 わせ

ると,歯 髄の単純脂質 としては コレステ ロール,ト

リグ リセ リド,コ レステロールエステルが主構成成

分で あることは明 らかで ある.

エ ックス線全身戚射 にと もな う切歯歯髄脂質組成

比の変動 は リン脂質,ト リグ リセ リドにはあま りみ

られず,コ レステロール含有比 の著 しい減少 とそれ

に見合 うコレステロ-ル エステルの増加 が認 め られ

た.こ の ことはエックス線照射 によ り歯髄 コ レステ

ロールの エステル化が促進 された ことを示唆す る文

エ ックス線照射 にと もな うコレステ ロールの肝,副

腎 における生合成 は亢進 され ることが見出 されて い

るが,腸 で は軽度 の低 下がみ られてい るuiま た肝 コ

レステロール含 量 につ いて全身 照射 後,遊 離型 は変

化 しないが,エ ステル型 は減 少 す ることをBerndt

は観察 して いる42).本 実験で観察 された コレステ ロー

ルエステルの増加 は, Berndtの 報告 と傾 向を異 に

す るが,コ レステロールエステルに関 しての代謝 が

臓 器 に よ って差 が あ るの か もしれ な い.い ず れ に し

て も先 の 脂 肪酸 の変 化 や コ レス テ ロー ル の変 化 等,

複 雑 な 生 化 学 的 要 素 が 致 死 あ る い は亜 致 死 線 量 のエ

ック ス線 の 作 用 後 で も十 分 機 能 を有 し,活 性 の変 化

が み られ る こ と はそ れ ら代 謝 調 節 の照 射 に よ る変 動

が示 唆 され る.

ラ ッ ト切 歯 歯 髄 リ ン脂 質 の 薄 層 ク ロマ トグ ラフ

ィ-展 開 分 画 後 の 主 リン脂 質 は,各 種 の 呈 色 反 応 よ

り,リ ゾ レ シチ ン(Lyso PC),ス フ ィン ゴ ミエ リン

(Sph),ホ スフ ァチジルセ リン(PS),レ シ チ ン(PC),

ホス フ ァチ ジル グ リセ ロ ー ル(PG),ボ ス フ ァチ ジ

ル エ タ ノ ールア ミン(PE)と 仮 同 定 し た.正 常 ラ ッ

ト歯 髄 の これ ら リン脂 質 の 組 成 比 は,レ シ チ ン45

%,ホ ス フ ァチ ジル エ タ ノ ー ル ア ミン32%,ホ ス フ

ァチ ジル セ リン15%と この 三 者 が 多い こ とが示 され

た.谷 本18)も カ イウサ ギ の歯 髄 リ ン脂 質 を レ シチ ン,

ボ ス フ ァチ ジ ル エ タ ノ ー ル ア ミン,ス フ ィン ゴ ミエ

リンの 三 者 を約81:14:5の 比 で認 め て い る.こ れ

に比 して ラ ッ ト歯 髄 での 実 験 結 果 は,レ シ チ ン に比

して ホ ス フ ァチ ジ ル エ タ ノ ー ル ア ミン,ボ ス フ ァチ

ジ ル セ リンの 含 量 が 多 い.こ の こ とは ラ ッ トの歯 の

硬 組 織 にお いて,脱 灰 の あ る な しで特 に リン脂 質 の

抽 出 の され 方 が異 な るこ とが み られ て い るⅢ13と同 様,

ま た牛 歯 髄(凍 結 乾 燥)の エ チ レン ジ ア ミン4酢 酸

(EDTA)処 理 に よ り,特 に ホ ス フ ァチ ジ ル セ リン

とホ ス フ ァチ ジ ン酸(PA)の 抽 出 が み られ て い る且励

よ うに,抽 出 の され 方 に問 題 が あ るの か もしれ ない.

ラ ッ トでの 本 実 験 も脱 灰 操 作 は しなか っ た が,ボ ス

フ ァチ ジ ル セ リンが 抽 出 されて い る こ とか ら,牛 胎

児 歯 髄 に お け るShapiro and Wuthier16)の 報 告

(レ シ チ ン39%,ホ ス フ ァチ ジ ル エ タ ノ ー ル ア ミン

11%,ホ ス フ ァチ ジ ル セ リ ン13%), Manzoli and

 Gelli17)の 報 告(レ シ チ ン33%,ホ ス フ ァ チ ジ ル エ

タノ ー ル ア ミン26%,ボ ス フ ァチ ジ ル セ リン10%)

と傾 向 が一 致 す る. Shapiro and Wuthier16)も 指

摘 す る よ うに,歯 髄 脂 質 に お け る ホ ス フ ァチ ジ ル セ

リン の含 量 は他 の 哺 乳 動 物 の軟 組 織 の脂 質 に お け る

含 量 よ り非 常 に高 い値 を示 す.こ の こ とは ホ ス フ ァ

チ ジ ル セ リン が脱 灰 的操 作 に よ り抽 出 され易 くな る

こ と も合 わせ て歯 の発 生 成 長 に重 要 な 関連 が あ るの

か も しれ な い.

エ ッ クス線 全身 照 射 後,歯 髄 リン脂 質 組 成 は若 干

の レ シチ ンの増 加 とホ ス フ ァチ ジル セ リンの減 少 が

認 め られ て い る.エ ッ クス 線照 射 後3日 目の 検 査 時

に お け る歯 髄 総脂 質 含 量 は蛋 白質 含 量 との 相 対 比 に
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おいて正常の もの と差 はみ られず,ま た総脂質 中の

リン脂質の含有比 に も変化が み られ なか ったことか

ら も,リ ン脂質へ のエ ックス線全身照射の効 果 はは

っき りせず,今 後 の検討 を要す る。

V　 要 約

ラ ッ ト切歯歯髄 の脂質組成 な らびに脂肪酸組成 を

解析す るとともに,あ わせてエ ックス線全身照射 の

各 々の組 成に及ぼす影響 を研究 し次の如 き結 果を得

た.

(1) 切歯歯髄 の総脂質含 量は蛋 白量相対比 に して

0.26の 値 を得た.エ ックス線全身 照射群(1000R照

射 後3日 目の もの)の 歯髄 も同様0.26の 値 を得,そ

の差 は得 られ なか った.

(2) 正常切歯歯髄の総脂質 の脂肪酸 組成において,

パル ミチ ン酸,オ イレン酸,ス テア リン酸,ア ラキ

ドン酸,リ ノール酸 の順 に主成分 として認め られ,

前三脂肪酸 で78%以 上 を占めた.エ ックス線全身 照

射 群 にお いてはオ レイ ン酸 の減少,ア ラキ ドン酸 の

増加が認 め られた.口 腔領域へ の部分照射(1000R)

で も同様 の傾 向がみ られた.

(3) 正常切歯歯髄 の脂質構成 として リン脂質,コ

レステロール,ト リグ リセ リ ド,コ レステロール エ

ステルが主成分 として認 め られ,リ ン脂質 は45%,

コ レステ ロール は30%を 占めた.エ ックス線全身照

射群で は リン脂質,ト リグ リセ リ ドの構成比 に変動

はみ られ なか った が,コ レステ ロールの減少 とコレ

ステロール エステルの増加 が認 め られた.

(4) 正常 切歯歯髄 リン脂質の構成 を各種呈色 反応

で仮 同定 した結果,レ シチン,ホ スフ ァチ ジルエ タ

ノール ア ミン,ホ ス フ ァチ ジル セ リンが主成分 とし

て90%以 上 を占めた.特 にホスフ ァチジルセ リン含

量 が多いのが注 目され る.照 射 群 では レシチ ンの増

加,ホ ス フ ァチ ジルセ リンの減少 な ど若干 の組 成比

に変 動がみ られたが,対 照 との差 は有意 とは言 えな

か った.
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Studies on the lipid of rat dental pulp

I. Analyses of lipid component and fatty acid composition

in rat incisor pulps before and after whole-body x-ray irradiation

Gonosuke HASHIMOTO

Department of Oral Surgery, Okayama University Medical School, Okayama, Japan

(Director: Prof. K. Nishijima)

Lipids and fatty acids extracted from rat incisor pulps before and after whole-body x-ray
 irradiation at 1000R were qualitatively and quantitatively analysed by means of thin-layer 

and gas-liquid chromatography, and the results are as follows.
1) Ratio of the total lipid weight to protein weight was obtained 0.26 in normal rat dental 

pulps. The ratio in the irradiated group (3 days after irradiation) did not change.
2) In fatty acid composition of lipid of normal rat incisor pulps, palmitic, oleic, stearic, 

arachidonic, and linoleic acids were much in this order, and palmitic, stearic and oleic acids 
were major component accounted for over 78% of the total fatty acids. In that of the irradi
ated group, the decrease of oleic acid and the increase of arachidonic acid were observed com

paring those of normal pulp lipid.
3) The major lipid of normal dental pulps composed of phospholipid, choresterol, tri

glyceride and choresterol ester, and phospholipid and choresterol accounted for about 45% 
and 30% of the total lipids, respectively. In the irradiated group, the decrease of choresterol and 

the increase of choresterol ester were represented.
4) In results of tentative identification by various color reaction on the thin-layer chro

matograph, the major phospholipids of dental pulps were lecithin, phosphatidyl ethanolamine 
and phosphatidyl serine, which accounted for over 90% of the total phospholipids. It is sig
nificant that phosphatidyl serine in dental pulp is greater than in any other mammalian soft 

tissue so far studied. In the irradiated group, it was slightly observed the increment of lecithin 
and the decrement of phosphatidyl serine, but they are not predominant.


